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大
火
で
三
百
七
十
二
戸
が
全
焼

　
明
治
三
十
七
年
の
正
月
三
日

午
後
十
時
頃
、
藤
枝
市
木
町

（
茶
町
）
の
西
幼
稚
園
が
あ
る

庚こ
う
し
ん
ど
う

申
堂
の
近
く
か
ら
出
火
し
た

火
は
木
町
か
ら
上か

み
で
ん
ま

伝
馬
一
帯
を

焼
き
尽
く
し
、
千
歳
の
猿さ

る
や
ば
し

屋
橋

そ
こ
知
り

志
太物

語
で
止
ま
っ
た
の
で
す
。

　
江
戸
時
代
か
ら
の
伝
統
を
誇

っ
た
上
本ほ

ん
じ
ん陣
・
下
本
陣
・
脇
本

陣
二
軒
を
は
じ
め
旅
龍
三
十
四

軒
を
擁
し
た
上
伝
馬
宿
が
、
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

貸
座
敷
業
者
が
新
地
を
建
設

　
大
火
災
を
転
起
と
し
て
江
戸
時

代
よ
り
繁
昌
し
た
貸
座
敷
業
の
有

志
は
結
束
し
、
上
伝
馬
の
大
慶
寺

裏
に
、
料
理
屋
・
貸
座
敷
・
芸
者

屋
の
三
業
が
一
体
と
な
っ
た
遊
郭

街
を
創
り
あ
げ
ま
し
た
。
新
た
に

公
認
さ
れ
た
た
め
に
、
新
地
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。
入
り
口
に
は
、
大

門
、
道
の
中
央
に
は
桜
、
裏
に
は

見
返
り
柳
が
あ
り
ま
し
た
。
清
水

屋
、
千
葉
屋
、
ふ
じ
屋
、
山
泉
、

長
盛
楼
の
五
軒
が
あ
り
ま
し
た
。

　
日
露
戦
争
の
勝
利
や
後
の
第

一
次
大
戦
後
の
好
景
気
も
あ
っ

て
、
新
地
界か

い
わ
い隈
の
人
気
は
高
く
、

志
太
地
域
の
旦だ

ん
な
し
ゅ
う

那
衆
の
交
流
サ

ロ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

伊
十
郎
と
芸
処
藤
枝
の
誕
生

　
新
地
が
誕
生
し
た
直
後
の
明

明
治
の
大
火
で
誕
生
の
別
天
地

伊
十
郎
が
芸
者
の
芸
を
育
て
る

た
新
形
式
の
社
交
場
、
カ
フ
ェ

が
次
々
と
開
店
し
、
新
し
い
文

化
の
発
信
拠
点
と
も
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
昭
和
三
十
三
年
、

売
春
防
止
法
が
施
行
さ
れ
、
全

国
の
遊
郭
街
は
消
え
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
後

も
旅
館
業
や
下
宿
業
と
し
て
し

ば
ら
く
営
業
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
の
面
影
は
区
画
だ
け
に

な
り
ま
し
た
。
藤
枝
市
藤
枝
四

丁
目
　
　
　
　
　
　（
小
嶋
良
之
）

治
三
十
九
年
、
飽あ

く
な
み波

神
社
大
祭

に
藤
枝
出
身
の
六
代
目
芳
村
伊

十
郎
が
関
わ
る
よ
う
に
な
る
と
、

新
地
の
芸
者
衆
も
伊
十
郎
配
下

の
左
車
と
下
伝
馬
を
除
く
各
町

内
の
屋
台
に
乗
っ
て
唄
と
お
囃は

や

子し

方
を
務
め
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
明
治
末
か
ら
大
正
へ
か

け
て
伊
十
郎
の
得
意
と
す
る
大お

お

薩ざ
つ
ま摩

節
の
名な

と
り取

に
は
藤
枝
の
芸

者
衆
の
名
が
ず
ら
り
と
並
ん
で

い
ま
し
た
。
伊
十
郎
氏
の
教
え

を
受
け
た
藤
枝
の
芸
者
は
近
在

は
も
ち
ろ
ん
静
岡
や
熱
海
か
ら

も
お
呼
び
が
か
か
り
ま
し
た
。

カ
フ
ェ
文
化
の
発
信
基
地
に

　
昭
和
に
な
る
と
遊
廓
の
並
ぶ

新
地
の
入
り
口
付
近
に
、
洋
酒

と
エ
プ
ロ
ン
姿
の
女
給
と
い
っ

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

宗
高
・
大
塚
琴
斉
紀
徳
碑

志
太
新
名
物
探
訪

芸げ

い

処ど
こ
ろ

の
遊ゆ

う

郭か

く

街 

藤
枝
新し

ん

地ち

会
頭
と
し
て
初
の
受
賞
で
す
ね

　
そ
の
よ
う
で
す
。
過
去
の
会

頭
経
験
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
で
の
叙
勲
を
受
け
ら
れ
て
い

て
、
藤
枝
商
工
会
議
所
会
頭
と

し
て
叙
勲
を
受
け
る
の
は
、
初

め
て
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
会
議

所
の
各
メ
ン
バ
ー
と
職
員
一
人

一
人
の
活
動
と
成
果
が
認
め
ら

れ
た
が
故
の
受
賞
で
あ
り
、
た

ま
た
ま
受
賞
者
が
私
の
名
前
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
六
年
間
、
ど
れ
だ
け
メ
ン

バ
ー
と
職
員
に
助
け
ら
れ
た
か

わ
か
り
ま
せ
ん
。
一
丸
と
な
り

ワ
ン
チ
ー
ム
と
な
れ
た
か
ら
、

受
賞
の
対
象
に
し
て
頂
い
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

ど
ん
な
六
年
間
で
し
た
か
？

　
平
成
二
十
二
年
か
ら
二
期
六

年
間
、
会
頭
を
務
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
景
気
の
低
迷
か
ら

の
地
方
創
生
に
よ
る
脱
却
が
求

め
ら
れ
た
時
代
で
し
た
。

　
藤
枝
で
独
自
に
で
き
る
こ
と

は
何
か
、
ま
た
、
周
辺
の
自
治

体
や
会
議
所
と
連
携
し
て
出
来

る
こ
と
は
何
か
を
意
識
し
て
、

様
々
な
事
業
を
皆
で
考
え
よ
う

と
強
く
訴
え
、
そ
う
し
た
考
え

を
皆
様
に
理
解
し
て
頂
い
て
、

藤
枝
の
強
み
を
活
か
す
様
々
な

事
業
展
開
が
出
来
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

ど
ん
な
事
業
を
展
開
？

　
サ
ッ
カ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
と
し

て
、
シ
ニ
ア
草
サ
ッ
カ
ー
大
会
の

開
催
、
藤
枝
総
合
運
動
公
園
の

人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を

し
ま
し
た
。
ま
ち
づ
く
り
で
は
、

ま
ち
づ
く
り
藤
枝
の
社
長
と
し

て
、
街
中
へ
の
独
立
移
転
と
事

業
計
画
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

静
岡
産
業
大
学
と
の
連
携
事
業

も
進
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
ち
ょ
う
ど
創
立

五
十
周
年
を
迎
え
白
山
市
と
友

好
商
工
会
議
所
の
締
結
を
し
ま

し
た
。
藤
枝
・
焼
津
・
島
田
の

志
太
三
市
に
よ
る
合
同
企
業
ガ

イ
ダ
ン
ス
な
ど
現
在
継
続
中
の

事
業
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

　
改
め
て
、
ご
一
緒
に
活
動
し

て
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
御
礼
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

旭
日
小
授
賞
を
受
賞

秋
の
叙
勲
・
産
業
振
興
功
労
で 小

林 

正
敏

元
藤
枝
市
商
工
会
議
所
会
頭

共
立
ア
イ
コ
ム
取
締
役
会
長

▲大正・昭和初期の新地

▲六代目芳村伊十郎

　
焼
津
市
宗
高
に
あ
る
浅

間
神
社
の
境
内
に
、
医

師
で
、
後
に
宗
高
学
校

と
な
っ
た
高
徳
寺
の
寺

子
屋
の
師
匠
、
大
塚
琴

斉
紀
徳
碑
が
あ
り
ま
す
。

　
大
塚
琴
斉
は
、
兵
庫
の

但
馬
の
藩
医
・
渡
辺
瑞
順

の
子
で
、
諸
国
巡
礼
の
途

中
で
宗
高
村
の
医
師
大
塚
家
の

女
婿
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

名
声
は
近
隣
の
村
々
に
及
ん

だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
明
治
元

年
、
漢
詩
や
書
に
も
通
じ
て
い

た
の
で
請
わ
れ
て
高
徳
寺
の
寺

子
屋
の
師
匠
と
な
り
、
そ
の

後
「
稀
之
館
」
で
も
教
師
を

務
め
ま
し
た
。
明
治
四
十
二

年
、
教
え
子
た
ち
が
、
そ
の
徳

を
称
え
、
制
限
神
社
の
境
内

に
「
紀
徳
碑
」
を
建
て
ま
し
た
。
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永
えいろく

禄7年（1564）開創した曹洞宗
の寺院です。開基の内

ないとうさんだゆう

藤三太夫
は、今川家の家臣で今川家が駿
府に移るのに際して自らの屋敷や
田畑を寺院に寄進しました。今で
も三太夫屋敷という小字がありま
す。
観音堂は新四国10番、西国28
番、梅

ばいか

花観音の霊場として、土地
の人々に信仰されています。

利勝院⑭

藤枝の今川の里探訪 今川家は、足
あしかが

利将軍に何
かがあって将軍家が危機と
なった時、将軍職を引き継
ぐ権利を持つ足利一族の名
家中の名家です。「駿河」と
「遠江」を支配下し、戦国
時代初期には最大規模の
勢力を持っていました。建
武4年（1337）、足利尊

たかうじ

氏
から勲功として駿河守護で
あった今川範

のりくに

国に葉梨荘が
与えられ、範国は翌年、家
臣の松井助

すけむね

宗に荘園内の田
地と屋敷を与え、地

じとうだい

頭代を
命じました。その後、この
地域には、今川氏と家臣団

の館や寺社が置かれ、今川
氏にとっても重要な拠点と
なりました。葉梨荘は、現
在の北方、西方、中ノ合、
下之郷周辺と考えられて
います。そして、葉梨荘は、
範国、範

のりうじ

氏、泰
やすのり

範3代にわ
たって館や多くの屋敷が存
在し、中心的な役割を果た
した地となりました。

今川氏2代・範氏が葉梨
荘に入部すると駿遠両国
の統制の拠点として花倉
の地に今川館を構えた際

に築かれた山城です。花
倉の乱の舞台にもなりま
した。台形状の山城で市
指定史跡となっています。

今川家と葉
は

梨
なし

荘

花倉城跡（葉梨城跡）

今川氏「大沢寺殿」の菩提寺で、
一時期長慶寺の塔頭となっていま
したが、戦後廃寺となりました。

大
だ い た く じ

沢寺址（推定地）

明応9年（1500年）に開創された
と伝えられ、10代今川氏

うじざね

真の時
代に祈願所として手厚い保護を受
けた曹洞宗の寺院です。現在も一
町歩の寺領安堵と今川家の祈願
所である趣旨の判物が残されてい
ます。また常楽院には今川氏真の
兜
かぶとぶつ

仏一体が秘仏として伝えられ
ています。木喰上人作毘沙門天像
は市指定の有形文化財です。

常楽院

215

209

8181

①

②

③ 1

③ 2

⑬

⑩
⑨⑧

⑦

⑫
⑪

⑭

④
⑤

⑥

西方

西方

北方

下大沢

花倉

下之郷

時ヶ谷

上薮田

下薮田

高田

中ノ合

入野

村良

羽佐間

天王山

葉梨西北小

JA葉梨支店

奥沢川

市場川

白藤川

滝見橋

藤枝岡部IC

葉梨中

藤枝PA

藤枝PA

新
東
名
高
速
道
路

葉梨小

葉梨公民館

薮田西IC

至静岡

至浜
松

国道
一号

朝
比
奈
川

葉
梨
川

大沢寺址
八幡神社
（西方）

葉梨神社

盤脚院
（藤枝霊園）

潅渓寺

安養寺址（推定地）

毘沙門堂
醫福寺址（推定地）

－

－
常楽院

利勝院
左近屋敷跡（推定地）

長慶寺

松井屋敷跡（推定地） 矢部屋敷跡（推定地）

今川氏館跡（推定地）
徧照寺

花倉八幡神社

花倉城跡
（葉梨城跡）

白藤の滝

②

①

初代範国の子、今川貞
さだよ

世の曾孫
範
のりまさ

将の菩提寺で、一時期長慶寺
の塔
たっちゆう

頭となっていましたが、現在
は静岡市駿河区小坂に移されて
います。

安養寺址（推定地）④

2代今川範氏によって遍照光寺の門前から天神
前と呼ばれるあたりに築かれたと推定され、武田
の駿河侵攻によって焼失したと伝えられています。

今川氏館跡（推定地）⑩
今川氏の家臣松井宗

むねつぐ

次・助
すけむね

宗父子の屋敷が所
在していたと考えられており、周辺に「上

かみ

松井」
や「下

しも

松井」などの小字名が残っています。

松井屋敷跡（推定地）⑧

元亀2年（1571年）に開創された
曹洞宗の寺院でしたが、戦後偏
照寺に合併され廃寺となりました。

醫
い ふ く じ

福寺址（推定地）⑥

今川範国か範氏の代に今川氏に
服属した国人矢部氏の屋敷推定
地で、「矢部屋敷」の小字名が
現在に残っています。

矢部屋敷跡（推定地）⑦

今川氏旗
き

下
か

の松井左近の屋敷推
定地です。

左近屋敷跡（推定地）⑬

天喜元年（1053）、源
みなもとのよしいえ

義 家が奥
羽東征の時、宇

う さ

佐八幡宮より勧請
し、2代今川範氏が花倉の地に館
を構えた際に守神として西方の八
幡を遷

せんぐう

宮したと伝えられ、特殊神事
「弓
ゆみはじめ

始祭」の祭礼が毎年2月に行わ
れます。かつてあった梵

ぼんしょう

鐘には、今
川氏の産土神として信仰が厚かった
という文字が刻まれていました。

花倉八幡神社⑫
花蔵の乱は、天文5年3月17
日（1536年）、当主の8代今
川氏
うじてる

輝と、上位継承者である
弟の彦五郎が同時に急死した
ことから始まりました。影響力
も強かった氏親の正室寿

じゅけいに

桂尼
や、太

たいげんせっさい

原雪斎、重臣たちは
栴
せんがくしょうほう

岳承芳（義
よしもと

元）を僧籍から
離れさせ、義元と名乗らせ、甲
斐の武田家と和睦を成立させ
て家督を継がせようとしまし
た。しかし、今川家の有力者
福島越

えちぜんのかみ

前守は、氏親の側室が
福島助春の娘であり、その子

の玄
げんこうえたん

広恵探を擁立して対抗した
のです。5月24日、寿桂尼は恵
探派の福島越前守と面会しま
す。翌25日、恵探派は久能山
で挙兵し、駿河府中の今川館
を襲撃しますが失敗。恵探派は
方
かたのかみ

上城（焼津市）、葉梨域（花
倉城、藤枝市）を拠点として抵
抗しましたが及ばず、6月10日
に岡部親

ちかつな

網が方上城を落城後、
恵探の篭

こも

る葉梨城を一斉に攻
撃し、恵探は逃亡し、瀬戸谷
の普門寺で自刃。義元は家督
相続を宣言し、乱は終わります。

花
はなぐら

蔵の乱

⑤

伝説では、生
なまびしゃもん

毘沙門と称
された波

はなしにゅうどう

梨入道が没して、
毘沙門堂を建立したのが
始まりです。お堂の脇に
ある「入道が滝」と呼ば
れる霊泉が寺名に由来で、
後に潅渓寺となりました。

今川家の香花所（菩提寺）
となったといわれていま
す。初めは真言宗、後に
は浄土宗となり、天正8年
（1580）依

よ だ の ぶ し げ

田信蕃によっ
て再興され、曹洞宗とな
りました。

1潅
か ん け い じ

渓寺　2毘沙門堂③

藤枝には、今川家の初代とされる範国から、範
のり
氏
うじ
、泰
やす
範
のり
と3代にわたって葉梨荘での営みがありまし

た。今年は静岡市を中心に今川義元公生誕500年祭のイベントが、各地で行われています。むるぶで
は、2回にわたって今川家と志太地域について特集を企画しました。今回は、特に今川家3代にわたっ
て営みがなされた葉梨荘をとりあげました。

葉梨編

今川氏3代泰範が嘉
かけ い

慶年間
（1387〜1388年）に真言
宗の寺として開基し、後に
太原雪斎が中興した臨済宗
妙心寺派の寺院で、泰範と
雪斎の菩提寺となっています。
市の史跡指定を受けた泰範
の五輪塔と今川の軍師であっ
た太原雪斎の無

むほうとう

縫塔があり、
寺宝として観世音菩薩像と今
川義元の発給文書三通が保
存されています。

長慶寺⑨

元・遍
へんしょうこうじ

照光寺で草創は南
北朝期の延

えんぶん

文元年（1356）。
守護大名今川氏初期にお
ける象徴的寺院で、2代範
氏、嫡子氏家の墓がありま
す。花蔵の乱に登場する玄
広恵探は子供の頃から出家
し、ここに住職として仕えて
いました。その昔は、遍照
光寺砦といって寺院全体を
含む城郭があり、4つの堀切
遺構が残っています。

徧
へんしょうじ

照寺⑪

参考資料／
藤枝市史、駿河今川の里　葉梨郷文化財
めぐり、藤枝・岡部・大井川の寺院など
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編 集長 後 記

むるぶ 検 索 ・むるぶ Fa ce b o o k

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002	
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537	
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，最近食べて美味しかったものは？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは やぶきた でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　12月5日㊍
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

明治の大火は何年？

　明治〇〇年（数字2文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」をプレゼントしま
す。応募人数によりどれかになります。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

創刊以来、どうしても書きたかったのが「藤枝新地」
のことです。こうした風俗的なものは、正式な文章とし
は残りにくいものなので、知っている人たちが生きてい
る間に記録として残しておきたかったものでした。調べ
たもののごく一部しか紹介できませんでしたが、個人的
に長年の願いが果たせた号となりました。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目17-23（共立アイコム内）



12月の休日緊急医

小児科
・

5

9：00～
15：00

1日（日）

〈内〉水上内科クリニック
（高柳二）
�634･1200
〈内・小〉入交医院
（大手二）
�641･0135

秋山医院
（本町三）
�641･6175

8日（日）

〈内〉鈴木循環器クリニック
（高柳四）
�634･3131
〈内･小〉板倉医院
（田沼四）

�636･0881

セントマリア フューチャー
クリニック（駅前一）
�639･5557

〈内・小〉柴田医院
（藤枝四）
�641･0127

15日（日）

〈内・小〉横山消化器内科
（焼津市下小杉）
�622･0045
〈小〉小林小児科
（前島一）
�635･2620

花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

〈内〉花岡医院
（岡部町内谷）
�667･3323

22日（日）

〈内・小〉みやはら内科クリニック
（小石川町一）
�647･5670
〈内〉すみや脳神経クリニック
（本町二）
�647･5511

いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

〈内〉いわしたクリニック
（上青島）
�631･6660

29日（日）

〈小〉小石川町小児科・アレルギー科
・皮ふ科クリニック（小石川町一）
�644･8800
〈内〉青島北クリニック
（瀬古二）
�647･7707

杉田整形外科
（瀬戸新屋）
�645･8880

〈内・小〉にわ医院
（藤岡一）
�645･2800

30日（月）

〈内〉吉田クリニック
（大洲四）
�634･0006
〈内〉山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

山﨑クリニック
（志太二）
�645･1211

〈内・小〉藤岡クリニック
（藤岡二）
�641･6288

31日（火）

〈内〉サニーメディカル
クリニック（駅前二）
�641･2052
〈小〉田熊こどもクリニック
（瀬古二）
�647･5225

藤枝平成記念病院
（水上）

�643･1230

〈内〉井澤内科クリニック
（本町二）
�644･5566

1日（日）

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805
〈産・婦〉鈴木レディース
クリニック（大洲四）
�636･5511
いのまた歯科医院
（仮宿）

�646･8110

8日（日）

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687
〈精〉心のクリニック

（駅前一）
�644･2928

なかがわ眼科クリニック
（高洲）

�631･5571

岸村歯科医院
（郡）

�644･2501

15日（日）

やいづ６丁目耳鼻咽喉科
（焼津市焼津六）
�620･6001

河野歯科医院
（与左衛門）
�636･5568

22日（日）

むらまつファミリークリニック
（藤枝五）
�641･5318
〈泌〉北川医院
（高洲）

�634･3231

志太眼科
（益津）

�645･5511

そのだ歯科口腔外科
クリニック（瀬戸新屋）
�647･6006

29日（日）

まつなが耳鼻咽喉科
クリニック（駅前二）
�645･3387

にしかわ歯科医院
（高柳二）
�637･0755

溝越歯科医院
（上薮田）

�638･1184

30日（月）

まつなが耳鼻咽喉科
クリニック（駅前二）
�645･3387
〈泌〉はた医院
（田中三）

�645･2077

ふくだ歯科医院
（青葉町三）
�637･1101

滝本歯科口腔外科
クリニック（五十海四）
�647･6600

31日（火）

〈皮〉坂本医院
（青南町四）
�637･2737

浅井歯科医院
（高岡一）
�636･8241

はっとり歯科・矯正歯科
（音羽町三）
�644･2256

歯
科


